































O2と換気代謝量から推定した。2 分間と 3 分間の模擬組手試合での攻防の様子をビデオカ
メラにて撮影を行った。その 2 分間と 3 分間の模擬組手試合での攻防技のうち、最も長く
攻防を行った時間はそれぞれ 2.1±1.0 秒と 1.8±0.4 秒であり、攻防技の平均の総合計時
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ショニングのため l 週間のうち 3 日程度、無酸素運動後の乳酸の回複を助けるような短時
間のランニングを行うことが勧められる。通常練習での模擬組手試合の推定 EEは本研究で
得られた 3 分間の組手試合の EE(0.500kj・kg・min-1)を使うことが適している。この EE値




































  これはなぜか。 
６．栄養処方として、グリコーゲン負荷をすることはあるか。 
７．被験者の競技レベルについて、本研究の結果はレベルの高い選手にも当てはまるのか。 
  ８．プライオメトリックトレーニングとはどういうものか。 
  ９．朝食の組み立てで10kcal/kgは何を基準としてるのか。 
 １０．乳酸レベルは短距離走のときはどのくらいか。 
 １１．考察で述べてる事柄が一部、結果にないのはなぜか。 
 １２．エネルギー比率を変えて同様のことを行ってはどうか。 
 １３．乳酸値が上昇してないのは空手の選手はヘモグロビンの解離曲線に違いがあるからな
のか。 
 
審査結果 
 審査委員および会場から、研究内容および関連事項に関して質疑を行った。上記に記す
ように様々な角度からの質問に対し明確に且つ的確に応答した。審査委員合議の結果、最
終試験に合格したものと判定した。 
 
